
日�

時
　
８
月
４
日
㈰
10
時
～
11
時
30

分
（
９
時
30
分
か
ら
受
付
）

場�

所
　
市
民
会
館
視
聴
覚
室
・
中

ホ
ー
ル

対�

象
　
市
内
幼
稚
園
・
小
学
校
へ
通

う
園
児
・
児
童
（
小
学
校
１
～
３

年
生
）
お
よ
び
そ
の
保
護
者
、
参

加
を
希
望
す
る
一
般
の
方

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
７
月
19
日

㈮
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

内�

容
　
園
児
・
児
童
の
体
力
の
現
状

や
運
動
能
力
の
向
上
に
つ
な
が
る

日�
時
　
７
月
18
日
㈭
13
時
15
分
～
16

時
会
場
　
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

内�

容
　
市
民
活
動
の
原
点
に
つ
い
て

の
基
調
講
座

講�

師
　
公
益
財
団
法
人
北
海
道
地
域

知
識
を
座
学
で
学
ん
だ
あ
と
、
家

庭
で
も
で
き
る
体
づ
く
り
の
運
動

を
親
子
で
体
験
し
ま
す
。

講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
に
ス
ポ

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装

申�

し
込
み
　
７
月
26
日
㈮
ま
で
に
社

会
教
育
Ｇ
（
☎
�
１
１
２
９
）

活
動
振
興
協
会
評
議
会
委
員
・
井い

の

上う
え

宏ひ
ろ

子こ

さ
ん

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
７
月
12

日
㈮
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
�
０
８
６
０
）

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
７
月
22
日
㈪
ま
で
に
登

別
職
業
訓
練
協
会
（
☎
�
１
４
５

０
）

問
い
合
わ
せ
　
商
工
労
政
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
７
１
）

い
。

申�

し
込
み
　
７
月
22
日
㈪
ま
で
に
高

齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
�
５
７
２
０
）

試
験
日
　

・
５
級
、
４
級
…
10
月
12
日
㈯

・
３
級
、
２
級
…
10
月
13
日
㈰

・
準
１
級
、
１
級
…
10
月
19
日
㈯

受
付
期
間
　
８
月
12
日
㈪
ま
で

※�

詳
し
く
は
社
会
福
祉
法
人
全
国
手

話
研
修
セ
ン
タ
ー
に

問
い
合
わ
せ
る
か
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
長
万
部
町
と
北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会

は
、
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
で
犠

牲
に
な
っ
た
方
へ
の
慰
霊
の
旗
を
制

作
す
る
た
め
、
ア
イ
ヌ
刺
し
ゅ
う
の

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

申�

し
込
み
　
市
民
会
館
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

長
万
部
町
新
幹
線
推
進
課
（
〒
049

－

３
５
９
２
山
越
郡
長
万
部
町
字

長
万
部
453
番
地
１
）
に
郵
送

問�

い
合
わ
せ
　
同
課
新
幹
線
・
政
策

推
進
係
（
☎
０
１
３
７
７

－

２

－

２
４
５
０
）

問
い
合
わ
せ
　
同
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
075

－

871

－

９
７
４
１
）

　
若
年
者
な
ど
が
就
職
活
動
な
ど
で

抱
え
る
不
安
や
悩
み
を
解
消
し
、
自

主
的
・
積
極
的
に
就
職
活
動
が
で
き

る
よ
う
、
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

日�

時
　
７
月
28
日
㈰
13
時
30
分
～
16

時
30
分

場�

所
　
ア
ー
ニ
ス
２
階

日�

時
　
７
月
25
日
㈭
13
時
30
分
～
15

時
30
分
（
13
時
か
ら
受
付
）

場
所
　
市
民
会
館
１
階
大
会
議
室

対�

象
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
修
了
し
た
方

定
員
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

※�
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
こ
と

を
示
す
『
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
』
を

お
持
ち
の
方
は
、
ご
持
参
く
だ
さ

家
庭
教
育
講
演
会

『
家
庭
で
で
き
る
現
代
っ
子
の
体
づ
く
り
』

き
ず
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
14
回
全
国
手
話
検
定
試
験

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
募
集

第
２
回
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
た
め
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

蜂の巣の駆除業者を
紹介します

露店などを開設する予定がある方へ
～火災事故を防ぐために～

　市が把握している市内または近隣
市で蜂の巣の駆除を行っている業者
を紹介します。
　一般家庭などにできた蜂の巣の駆
除については、家屋や土地の所有者
などが自らの責任で行ってください。

　　　　 駆除業者 　　　　
○有限会社オリコクリーン
� （☎�１４２２）
○協業組合室蘭清掃管理センター
� （☎㊸３１５５）
○�北海道防

ぼう

疫
えき

燻
くん

蒸
じょう

株式会社室蘭事業
所（☎�１２５１）

　　　　 問い合わせ 　　　　
環境対策グループ
（クリンクルセンター
内・☎�２９５８）

　平成25年８月、京都府の花火大会会場において、
発電機用ガソリンの携行缶の不適切な取り扱いに
より、多数の死傷者を出す大変痛ましい火災事故
が発生しました。
　この火災事故を受け、縁日や花火大会などのた
くさんの人が集まる催しにおいて火災が発生した
場合、初期消火が極めて重要であることから、対
象火気器具等を使用する場合、消火器を準備する
ことが義務となりました。
　また、対象火気器具等を使用する露店などを開
設しようとする場合には、事前に消防署への届け
出が義務となりました。
　この届け出により、対象火気器具等や消火器の
状況など、市消防職員が必要に応じて指導を行い
ます。
※�対象火気器具等とは発電機、ガスコンロ、炭火
コンロ、電気コンロなどです。
▶問い合わせ　消防本部総務グループ
� （☎�９６１１）
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